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滝
の
前
区
長
と
し
て
25
年
７
か
月
間
在
職

し
、
そ
の
間
、
繁
雑
な
区
長
事
務
連
絡
業
務

を
担
当
し
、
市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

小
お
川
がわ
　
よし
𠮷
きち
　氏

＝滝の前＝

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
10
年
１
か
月
間

在
職
し
、
農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興

に
尽
力
し
ま
し
た
。

相
そう
馬
ま
　功
いさお
　氏

＝早稲田＝

　

旧
村
上
市
議
会
議
員
並
び
に
村
上
市
議
会

議
員
と
し
て
10
年
６
か
月
間
在
職
し
、
地
方

自
治
の
伸
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

小
こ
杉
すぎ
　和
かず
也
や
　氏

＝長井町＝

　

村
上
市
体
育
協
会
役
員
と
し
て
46
年
間
、

村
上
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
役
員
と
し
て
31

年
間
在
職
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽

力
し
ま
し
た
。

（
故
）渡わ
た
邉な
べ

　
宗そ
う
平へ
い

　
氏

＝
堀
片
＝

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
10
年
１
か
月
間

在
職
し
、
農
地
行
政
お
よ
び
地
域
農
業
振
興

に
尽
力
し
ま
し
た
。

本
ほん
間
ま
　進
しん
二
じ
　氏

＝布部＝

　

村
上
市
茶
業
組
合
長
と
し
て
18
年
間
在
職

し
、
村
上
茶
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

瀧
たき
波
なみ
　重
じゅうべい
平　氏

＝小国町＝

功績のあった18氏が表彰されます

市ほう賞受賞
おめでとうございます

　市では、市民の模範としてふさわしい功績や行為、行政に積極的

に協力した個人や団体を表彰しています。

　今年度は、次の18氏が受賞されます。おめでとうございます。
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平
成
24
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
13

歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
、
６
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

石
いし
山
やま
　慎
しん
　さん

＝佐々木＝

　

第
16
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
Ｕ
‐
18
の
一
員
と
し
て
出
場
し
、
８

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

藤
ふじ
井
い
　つむぎ　さん

＝松原町三丁目＝

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
大
会

女
子
単
独
演
武
で
、
優
勝
し
ま
し
た
。 伊

い
藤
とう
　奈

な
菜
な
　さん

＝日下＝

　

２
０
１
２
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
一
般

女
子
組
演
武
初
段
の
部
で
、
８
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

磯
いそ
部
べ
　華
はな
子
こ
　氏

＝松喜和＝

　

第
19
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
ハ
ー
フ
パ
イ
プ　

ニ
セ
コ

花
園
大
会
で
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。 平

ひら
野
の
　英
えい
樹
じゅ
　さん

＝南町二丁目＝

　

第
６
回
全
国
農
産
物
鑑
定
競
技
会
で
、
優

勝
し
ま
し
た
。

磯
いそ
部
べ
　孝
たか
行
ゆき
　氏

＝佐々木＝

　

生
前
の
意
思
に
基
づ
き
、
教
育
お
よ
び
福

祉
事
業
に
多
額
の
寄
附
を
し
、
市
行
政
の
向

上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

（
故
）塚つ
か
田だ

　
コ
ト
　
氏

　

切
田
区
長
と
し
て
10
年
間
在
職
し
、
そ
の

間
、
繁
雑
な
区
長
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

石
いし
山
やま
　虎
とら
之
の
丞
じょう
　氏

＝切田＝

　

２
０
１
２
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
一
般

女
子
組
演
武
初
段
の
部
で
、
８
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

五
い か ら し
十嵐　美

み
月
づき
　氏

＝下渡＝

　

サ
ッ
カ
ー
Ｕ
‐
14
選
手
権
２
０
１
４
大
会

ア
ジ
ア
予
選
会
の
日
本
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

本
ほん
間
ま
　至

し
恩
おん
　さん

＝下助渕＝

　

第
13
回
15
Ｕ
全
国
Ｋ
Ｂ
野
球
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、
新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
出
場
し
、
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

須
す
貝
がい
　祐
ゆう
次
じ
郎
ろう
　さん

＝大津＝

　

片
町
区
長
と
し
て
10
年
間
在
職
し
、
そ
の

間
、
繁
雑
な
区
長
事
務
連
絡
業
務
を
担
当
し
、

市
政
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

小
こ
松
まつ
　弘
ひろむ
　氏

＝片町＝
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９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
平

成
24
年
度
の
決
算
概
要
と
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

決
算
は
、
予
算
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の
収

入
と
支
出
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
議

会
に
報
告
し
、
予
算
の
使
い
方
が
適
正
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
の
認
定
を
受
け
ま
す
。

一
般
会
計

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額

３
２
９
億
５
０
５
１
万
円
、
歳
出
総
額
３
１

７
億
９
７
９
９
万
円
で
、
差
し
引
く
と
11
億

５
２
５
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
（
繰
越
事
業
の
財
源
）
を
差
し
引
い
た

収
支
（
実
質
収
支
）
は
、
10
億
２
２
４
２
万

決
　
算

平成24年度　村上市

●問い合わせ

　財政課財務係

　☎53−2111（内線323）

財政
状況

●地方交付税　148億1,204万円（＋9.2％）

　	国から一定のルールに基づいて交付される「普通交
付税」と天災などの事情にあわせて交付される「特

別交付税」に分けられる

●市税　67億4,629万円（△1.2％）

　市民税、固定資産税、軽自動車税など

●国庫支出金　25億9,242万円（△5.9％）

　市が行う事業などに対して、国から交付されるもの

●市債　21億6,390万円（＋28.2％）

　国や市内金融機関からの借入金

●県支出金　16億6,016万円（△10.8％）

　市が行う事業などに対して、県から交付されるもの

●諸収入　13億734万円（△6.4％）

　延滞金、預金利子、その他雑収入

●譲与税・交付金等　12億4,614万円（△7.1％）

　	自動車重量譲与税や、地方消費税交付金など国から
交付されるもの

●分担金および負担金　５億6,602万円（△3.4％）

　学童保育所利用料、各種健診負担金など

●使用料および手数料　３億7,704万円（△1.2％）

　施設の使用料や、証明手数料など

●その他　14億7,916万円（＋4.7％）

　繰越金、財産収入、寄附金など

※（　　）内は前年度対比

地方交付税
148億1,204万円

45%

市税
67億4,629万円

20％

県支出金
16億6,016万円

5%

市債
21億6,390万円

7%

譲与税・交付金等
12億4,614万円

4%

国庫支出金
25億9,242万円

8%

分担金および負担金
5億6,602万円

2%

諸収入
13億734万円

4%

使用料および手数料
3億7,704万円　1%

その他
14億7,916万円

4%

歳入

円
と
な
り
、
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
収
入

　
市
税
お
よ
び
国
庫
・
県
支
出
金
が
減
少
、
地

方
交
付
税
は
増
加

　

市
税
は
、
市
民
税
で
は
税
制
改
正
に
伴
う

年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た

が
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
る
減
少

が
大
き
く
、
全
体
で
は
前
年
度
よ
り
７
８
４

５
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
国
庫
・
県
支
出
金

で
は
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
が
減
少
し
た

た
め
、
３
億
６
２
２
６
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
総
額
は
前
年
度
よ
り
11
億
３
４
５
４

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
地
方
交

付
税
が
交
付
額
の
算
定
に
あ
た
り
、
新
た
な

基
準
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
新
ご
み

処
理
場
建
設
に
係
る
支
出
に
つ
い
て
特
別
交

付
税
で
配
分
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

■
支
出

　
総
務
費
・
衛
生
費
が
増
加
、
土
木
費
は
減
少

　

総
務
費
は
、
山
北
支
所
庁
舎
の
建
設
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
４
億
３
９
０
６

万
円
増
加
し
、
衛
生
費
は
、
新
ご
み
処
理
場

の
建
設
に
着
手
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
４
億

３
９
０
６
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
道
路
整
備
の
繰
越
事
業
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
４
億
３

２
０
５
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
地
方
交
付
税
の
減
額
に
備

え
て
14
億
円
を
基
金
に
積
立
て
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
歳
出
総
額
は
、
前
年
度
と
比
べ

て
13
億
８
０
８
６
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

  一般会計歳入内訳  
総額 329億5,051万円

※	四捨五入により差し引きが一致しないことが
あります
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平成24年度の主な事業

■民生費
・子ども手当支給事業	 ９億2,612万円
・障害者自立支援事業	 ９億　　335万円
※	このほかに、高齢者の生きがい活動・生活支援事業、
子育て家庭への育児支援、荒川地区統合保育園の実
施設計などを行いました

■土木費
・道路対策事業	 ２億2,840万円
・市道整備事業	 7,539万円
※	このほかに、歩道・高速バス待合室などの整備や河
川改修、良好な景観形成を推進する景観計画の策定
などを行いました

■教育費
・小・中学校施設改修事業	 ４億3,919万円
・生涯学習センター整備事業	 ４億8,691万円
※	このほかに、スクールバスの運行や教育補助員など
による学習支援、文化財の保護や体育施設の改修な
どを行いました

■総務費
・生活交通確保対策事業	 １億8,925万円
・協働のまちづくり推進事業	 5,894万円
※	このほかに、集落の集会施設の整備支援や防犯灯の
設置・維持管理、山北支所庁舎の建設などを行いま
した

■衛生費
・予防接種事業	 １億5,963万円
・新ごみ処理場建設事業	 ９億8,147万円
※	このほかに、生活習慣病予防のため健康診査や妊婦
健診の助成、住宅用太陽光発電システム設置者に補
助金の交付などを行いました

■農林水産業費
・中山間地域等直接支払交付金事業	 8,636万円
・漁港整備事業	 9,734万円
※	このほかに、農業機械・施設の導入助成や用水路な
どの改修、間伐実施への助成や林道の改良・修繕な
どを行いました

■消防費
・消防救急デジタル無線実施設計事業	 2,310万円
・消防団車両ポンプ購入事業	 3,318万円
※	このほかに、防火水槽の新設や海岸部に海抜標示板
の設置、町内・集落が行う小型除雪機の購入に対す
る補助などを行いました

■商工費
・プレミアム商品券地域活性化事業	 2,094万円
・町娘コンシェルジュ事業	 435万円
※	このほかに、中小企業の経営支援や駅前観光案内所
の実施設計、海水浴場や観光施設の管理などを行い
ました

●民生費　75億8,149万円（△2.3％）

　各種福祉の助成や、保育園の運営経費など

●公債費　41億5,066万円（△4.8％）

　市債（借入金）の返済金

●土木費　37億2,006万円（△10.4％）

　	道路・橋りょうの建設や下水道事業への繰出金
など

●教育費　35億4,305万円（＋7.5％）

　小・中学校の管理経費や、文化財の保護など

●総務費　31億7,653万円（＋16.0％）

　庁舎の管理経費や、情報通信事業への繰出金など

●衛生費　30億7,493万円（＋46.0%）

　	予防接種・医療給付の助成やごみ処理場の運営
経費など

●農林水産業費　18億4,644万円（＋4.9％）

　農林水産業の振興のための経費など

●消防費　15億2,187万円（△5.6％）

　消防施設の管理経費や、消防団の経費など

●商工費　14億1,566万円（△11.1％）

　商工業の振興のための経費など

●その他　17億6,730万円（＋70.2％）

　議会費、災害復旧費、諸支出金など

※（　）内は前年度対比

民生費
75億8,149万円

24%

公債費
41億5,066万円

13%

土木費
37億2,006万円

12%

教育費
35億4,305万円

11%

総務費
31億7,653万円

10%

衛生費
30億7,493万円

10%

消防費
15億2,187万円

5%

商工費
14億1,566万円

4%
その他

17億6,730万円
5%

歳出

農林水産業費
18億4,644万円

6%

  一般会計歳出内訳  
総額 317億9,799万円

市民１人当たりに使われたお金
民　生　費 114,828円 衛　生　費 46,572円
公　債　費 62,865円 農林水産業費 27,966円
土　木　費 56,343円 消　防　費 23,050円
教　育　費 53,662円 商　工　費 21,441円
総　務　費 48,111円 そ　の　他 26,767円
合 　 計 481,605円
※平成25年３月31日現在の人口66,025人で計算
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会計名 歳　入 歳　出 差引額

土地取得 23万円 23万円 ０万円

情報通信事業 ３億3,487万円 ３億3,044万円 444万円

蒲萄スキー場 1,610万円 1,518万円 92万円

国民健康保険 75億7,901万円 74億5,974万円 １億1,927万円

国民健康保険診療所 1,510万円 1,505万円 ５万円

後期高齢者医療 ６億2,090万円 ６億 819万円 1,271万円

介護保険 69億 545万円 68億6,565万円 3,980万円

介護サービス事業 5,700万円 5,700万円 ０万円

下水道事業 49億7,620万円 49億1,701万円 5,919万円

集落排水事業 10億 386万円 ９億9,355万円 1,031万円

簡易水道事業 ７億2,882万円 ７億2,276万円 606万円
※四捨五入により差し引きが一致しないことがあります

会計名 決　算　額

上水道事業

収益的収支
収入 ９億9,824万円

支出 ８億1,673万円

資本的収支
収入 ３億 206万円

支出 ９億5,364万円

※	資本的収入が資本的支出に不足する額６億5,158万円について

は、上水道事業会計の内部留保資金などで補てんされます

会計名 平成24年度末残高

一般会計 319億5,268万円

情報通信事業 14億8,707万円

下水道事業 335億8,208万円

集落排水事業 95億1,611万円

簡易水道事業 27億　268万円

上水道事業 54億1,118万円

市
債（
借
入
金
）残
高

　

一
般
会
計
の
市
債
の
残
高
は
、
前
年
度
よ

り
15
億
１
４
５
６
万
円
減
り
、
３
１
９
億
５

２
６
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、
主
に
道
路
や
学
校
な
ど
長
期
間

利
用
し
て
い
く
施
設
な
ど
の
建
設
費
用
の

た
め
の
借
入
金
で
す
。
市
債
の
発
行
に
よ
り
、

次
の
世
代
の
人
々
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
世
代
間
の
公
平
性
を
考
慮
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
計
画
的
な
施
設
整
備
な
ど
を
行
い
、

市
債
の
残
高
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
、
そ
の
事
業
で
得
ら
れ
る
収
入
を
主
な

財
源
と
し
て
、
事
業
に
係
る
経
費
を
支
出
す

る
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
収
支
を
管
理

す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
の
収
支
は
、
全
て
の
会
計
で
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
原
則
と

し
て
独
立
採
算
制
で
運
営
さ
れ
る
会
計
で
す
。

会
計
方
法
も
他
の
会
計
と
異
な
り
、
そ
の
年
度

の
経
営
損
益
を
示
す
「
収
益
的
収
支
」
と
将
来

の
経
営
に
備
え
て
行
わ
れ
る
建
設
改
良
事
業
の

「
資
本
的
収
支
」
に
分
別
し
た
会
計
方
法
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

必
要
な
財
源
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
は
一

般
会
計
や
基
金
か
ら
資
金
の
繰
り
入
れ
を
し

て
財
源
の
補
て
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
特
別
会
計
は
、
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
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※
１
　
健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、「
実
質

赤
字
比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

「
実
質
公
債
費
比
率
」「
将
来
負
担
比

率
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
比

率
が
「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政

再
生
基
準
」
を
超
え
た
と
き
は
、「
財

政
健
全
化
計
画
」「
財
政
再
生
計
画
」

を
策
定
し
、
国
や
県
の
勧
告
を
受
け

な
が
ら
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※
２
　
実
質
赤
字
比
率

　

住
民
票
の
発
行
や
道
路
建
設
な
ど

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
関
わ
る
部
門

を
行
っ
て
い
る
「
一
般
会
計
」
な
ど

の
赤
字
額
の
比
率
で
す
。

　

平
成
24
年
度
決
算
合
計
は
黒
字
で

し
た
の
で
、「

─

」
と
表
示
し
て
い

ま
す
。

※
３
　
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
に
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
水
道
、
下
水
道
事
業
な

ど
市
で
運
営
し
て
い
る
す
べ
て
の
会

計
を
加
え
た
市
全
体
の
赤
字
額
の
比

率
で
す
。

　

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
合
計
は

黒
字
で
し
た
の
で
、「

─

」
と
表
示

し
て
い
ま
す
。

※
４
　
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
で
支
払
う
市
債
償

還
金
の
ほ
か
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の

負
担
金
や
特
別
会
計
、
一
部
事
務
組

合
の
借
入
金
償
還
の
負
担
分
な
ど
昨

年
１
年
間
で
債
務
を
ど
の
程
度
負
担

し
た
の
か
を
判
断
す
る
比
率
で
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
超
え

る
と
市
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
、
市

独
自
の
施
策
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

※
５
　
将
来
負
担
比
率

　

こ
れ
か
ら
先
の
負
担
が
、
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
を
示
す
比
率
で
す
。

　

市
債
の
残
高
や
福
祉
施
設
建
設
へ

の
負
担
、
特
別
会
計
、
一
部
事
務
組

合
の
借
入
金
へ
の
負
担
金
、
職
員
の

退
職
金
な
ど
、
将
来
、
財
政
を
圧
迫

す
る
可
能
性
の
あ
る
負
債
を
も
と
に

算
定
さ
れ
ま
す
。
市
の
比
率
は
、
早

期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
市
債
の
発
行
を

抑
え
る
な
ど
、
負
担
の
軽
減
に
努
め

ま
す
。

※
６
　
資
金
不
足
比
率

　

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
の
経
営
状
態
の
悪
化
の
度

合
い
を
示
す
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
で
資
金
不
足
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、「

─

」
と

表
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
す
べ
て
に
お
い
て

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
算
出

す
る
際
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
地
方

交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

比
率
は
近
い
将
来
、
上
昇
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

用
語
の
解
説
と
市
の
状
況

健全化判断比率 （※1）	 （単位：％）

健全化判断比率 24年度
23年度
（参考）

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率	 （※２） ─ ─ 12.29 20.00

連結実質赤字比率	（※３） ─ ─ 17.29 30.00

実質公債費比率	（※４） 17.2 17.5 25.0 35.00

将来負担比率	 （※５） 152.0 167.0 350.0

資金不足比率 （※６）	 （単位：％）

会計名 24年度
23年度
（参考）

経営健全化
基準

下水道事業特別会計 ─ ─ 20.0

集落排水事業特別会計 ─ ─ 20.0

簡易水道事業特別会計 ─ ─ 20.0

上水道事業会計 ─ ─ 20.0

※赤字額がないため「−」と記載

村上市の状況 　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
県
や
市

町
村
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぎ
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
を
図
る
た
め
、

決
算
に
基
づ
い
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企
業
部
門
（
上
水
道
事
業

や
下
水
道
事
業
）
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
財
政
の
健
全
度
を
測
る
も
の
で
、
平
成
24
年
度
は
す
べ
て

の
比
率
で
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
監
査
委
員
の
監
査
を
受
け

て
市
議
会
へ
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
数
値
は
暫
定
数
値
で
す
の
で
、
今
後
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
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市の職員数や給与などについて公表します
1　人件費率（平成24年度普通会計決算）

※	普通会計では、国民健康保険、水道事業などの特別会計事業に従
事する職員の人件費は除かれています
※	人件費には、一般の職員のみではなく特別職（市長、議員など）
の給料、手当、共済負担金などが含まれています

２　給与費の内訳（平成24年度普通会計決算）

※	職員手当は、退職手当を除いたその他の手当（扶養手当、通勤手
当、時間外勤務手当など）の総額です

３　定員の状況
※臨時、非常勤職員除く（平成25年4月1日現在）

区分 職員数 区分 職員数

部門
平成
24
年度

平成
25
年度

部門
平成
24
年度

平成
25
年度

一般行政

議会 4 4

特別行政

教育 97 87

総務 147 144 消防 139 141

税務 37 36

民生 159 149 小計 236 228

衛生 64 64

公営企業

病院 1 0

労働 1 水道 24 23

農林水産 44 46 下水道 23 22

商工 16 15 その他 41 39

土木 30 33 小計 89 84

小計 501 492 合計 826 804

４　特別職の報酬などの状況（平成25年4月1日現在）

区分 給料・報酬月額
期末手当
（平成25年度支給割合）
　６月期	 1.40月分
　12月期	 1.55月分
　　計	 2.95月分

給
料

市　長 786,000円

副市長 603,000円

報
酬

議　長 359,000円

副議長 295,000円

議　員 273,000円

５　一般行政職の級別構成比（平成25年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 課長・支所長・参事 26人 6.3

５級 課長・支所長・参事・課長補佐 66人 16.1

４級 副参事 48人 11.7

３級 係長・主査 203人 49.5

２級 主任 49人 12.0

１級 主事・技師 18人 4.4

計 410人 100.0

※	村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分に
よる職員数で「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に
該当する代表的な職名です

【給与について】

１　職員の初任給

区分
一般行政職 技能労務職 消防職

大学卒 高校卒 高校卒 高校卒

村上市 初任給 172,200円 140,100円 137,200円 158,100円

国 初任給

総合職

172,557円 133,418円

（181,200円）（140,100円）

一般職

163,987円

（172,200円）

※国家公務員の（　）内の額は、給与改定・臨時特例法に基づく給与減額前の額となります

２　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

（平成25年4月1日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 232,926円 284,248円 327,828円

高校卒 207,833円 249,372円 280,203円

技能労務職 高校卒 218,800円 220,100円 271,523円

【手当について（主なもの）】

１　期末・勤勉手当 （平成25年度支給割合）

村　　上　　市 国

	 期末	 勤勉
６月期	 1.225	 0.675月分
12月期	 1.375	 0.675月分
　計	 2.60月分	 1.35月分
※制度上の段階、職務の級等による加算措置あり

期末・勤勉
村上市と同じ

２　退職手当 （平成25年4月1日現在）

（支給率）	 （自己都合）	 （勧奨・定年）
勤続２０年	 23.03月分	 28.7875月分
勤続２５年	 32.83月分	 38.955月分
勤続３５年	 46.55月分	 55.86月分
最高限度額	 55.86月分	 55.86月分
調 整 額　	属していた職員の区分に応じて定める額を加算

（60月分）
加算措置　	定年前早期退職の場合は、1年につき2％加算

（20％限度）
※平成18年4月1日改正による経過措置があります

　平成24年度退職者１人あたり平均支給額　22,825千円

３　扶養手当 （平成25年４月1日現在）

村　　上　　市 国

配偶者	 13,000円
その他	 １人につき6,500円

村上市と同じ

４　住居手当 （平成25年４月１日現在）

村　　上　　市 国

借家　	月額12,000円以上の家賃を払っている職員に
対し、家賃額に応じ最高27,000円まで

村上市
と同じ

５　通勤手当 （平成24年４月１日現在）

村　　上　　市 国

電車・バスなどの交通機関利用者
運賃の額に応じて最高55,000円まで支給

村上市と同じ

自動車等利用者
片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円まで支給

2,000円から
24,500円まで

●問い合わせ　総務課人事管理室

　　　　　　　☎53−2111（内線318）

人件費
58億5,188万円（18.4%）

歳出額
318億 7,722 万円
（81.6％）

給料
25億 8,721 万円
（67.3%）

職員手当
3億 3,739 万円
（8.8%）

期末勤勉手当
9億 2,092 万円
（23.9%）
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平成26・27年度入札参加資格審査申請（定期申請）を

12月２日から受け付けます
　平成26・27年度に市が発注する「建設工事」、「建設コンサルタント等」、「物品調達」、「業務委託」の入札およ
び随意契約の見積りに参加を希望する場合は、入札参加資格審査申請書を提出してください。

　詳細については、市ホームページに掲載する申請要領をご確認ください。

申　請　区　分 内　　　容
建設工事 土木一式工事、建築一式工事、電気工事　など
建設コンサルタント等 建設コンサルタント、一級建築設計、測量　など
物品調達 機械、車両、消耗品、リース　など
業務委託 清掃業務、施設管理業務　など

小規模工事
小規模な工事（50万円未満）
※建設工事で申請する場合には小規模工事の申請はできません

○受付期間　　平成25年12月２日㈪～平成26年１月31日㈮
○申請方法　　		所定の申請書類を財政課契約検査室に直接持参するか、郵送または宅配便により提出してく

ださい。

※	申請書類は、市ホームページ（「入札・契約情報」から検索）からダウンロードできます
●申し込み・問い合わせ　財政課契約検査室（市役所本庁☎内線322、326）

応募資格　どなたでも応募できます

応募内容　「まちなか循環バス」の愛称

　・呼びやすく、親しみのもてるもの

　・応募作品は自作で未発表のもの

　・応募作品数に制限はありません

応募方法

　次の内容を記載して、持参（自治振興課または各

支所地域振興課）、郵送、ＦＡＸまたは電子メールで

の応募とします。

（書式は問いません）

　①愛称（ふりがな）　②愛称の意味や説明

　③住所　　④氏名（ふりがな）　　⑤年齢

　⑥電話番号

応募期間

　11月１日㈮～
　　　　　12月２日㈪の午後５時
　※郵送の場合は、当日消印有効

選　　考

　村上市地域公共交通活性化協議会で採用作品１

点を選考します。

発　　表

　採用作品の応募者へ通知するほか、市報むらかみ

および市ホームページへ掲載、プレスリリースなど

により公表します。

　採用作品には、記念品（１万円相当）を進呈します。

※	採用した作品に複数応募があった場合は、抽選で
お一人に１万円相当、その他の人へは３千円相当

の記念品を進呈します

そ の 他

　・	採用作品の著作権、そのほか一切の権利は村上
市地域公共交通活性化協議会に帰属するもの

とします。

　・	募集に関して取得した個人情報は、本応募の目
的にのみ使用します。ただし、採用された作品

は、市ホームページなどで発表する場合に応募

者の氏名を公表します。

●問い合わせ　自治振興課公共交通係

　　　　　　　☎53−2111（内線333）
　　　メール　jichi-sk@city.murakami.lg.jp

　平成23年10月から村上地区の市街地を運行している「まち
なか循環バス」。地域の皆さんに親しみを持ってもらい、より

多くの人に利用してもらえるよう、バスの愛称を募集します。

まちなか循環バスの愛称を募集します
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◆各園の連絡先・定員など◆

地区 保育園名 電話番号 定員
乳児保育
受入月齢

村上

第一保育園 52−3085 90 ４か月

第二保育園 52−2488 90 ４か月

岩船保育園 56−7124 120 ４か月

瀬波保育園 52−4400 90 ４か月

上海府保育園 58−2026 30 11か月
山辺里保育園 53−1541 90 ４か月

山居町保育園 52−4179 90 11か月

荒川
金屋保育園 62−2355 100 11か月
あらかわ保育園 （未定） 200 ４か月

神林
向ヶ丘保育園 66−8330 140 ４か月

みのり保育園 66−8370 120 ４か月

朝日

舘腰保育園 72−1554 100 ４か月

三面保育園 72−1230 45 11か月
高南保育園 72−1153 90 11か月
猿沢保育園 72−1170 90 ４か月

塩野町保育園 73−1050 90 11か月

山北
山北にじいろ保育園 77−2012 80 ４か月

山北おおぞら保育園 77−2620 90 ４か月

村上
村上こひつじ保育園

（認定こども園）
52−4431 21 6か月

　

保
育
園
は
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
保
護
者

が
就
労
や
傷
病
に
よ
っ
て
、
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
父
母
な
ど
に
代
わ
っ

て
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
場

合
は
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◎
入
園
申
込
書
の
配
布

　

入
園
申
込
書
は
市
役
所
福
祉
課
お
よ
び
各

支
所
地
域
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
福
祉　

保
育
園
」）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈮
〜
15
日
㈮

　

※
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

◎
入
園
結
果
の
送
付

　

入
園
の
決
定
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し
ま
す
。
決
定
し

た
結
果
は
、
平
成
26
年
１
月
末
頃
に
文
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

入
園
希
望
の
多
い
保
育
園
で
は
入
園
調
整

な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
育
料

　

お
子
さ
ん
と
生
計
を
共
に
す
る
父
母
の
前

年
分
の
所
得
税
額
ま
た
は
前
年
度
の
市
民
税

額
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
生
計
の

中
心
者
が
父
母
以
外
の
扶
養
義
務
者
で
あ
る

場
合
は
、
そ
の
課
税
額
が
合
算
さ
れ
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
も
同
様
で
す

◎
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
福
祉
課
お
よ
び
各
支

所
地
域
福
祉
課
に
あ
る
「
入
園
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
に
な
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
目

的
別
メ
ニ
ュ
ー
の
「
福
祉　

保
育
園
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の

 
入
園
申
し
込
み
を

　
　

受
け
付
け
ま
す

　あらかわ保育園は、荒川地区の３保育園
（大津・坂町・荒島）を統廃合して新設す
る保育園です。
　なお、保育園の管理・運営は、指定管理
者制度により、社会福祉法人颯

そ う

和
わ

会
か い

が行い
ます。
◆保育時間
　月～土曜日　午前８時～午後４時
◆延長保育　　午前７時～午後７時
◆休日保育
　午前７時30分～午後６時30分
　　	市内に住所のある１歳以上の就学前

のお子さんが対象です。
◆病児・病後児保育（体調不良児対象型）
　　	保育中に具合が悪くなったお子さん

を保護者が迎えにくるまでの間、専属
の看護師が対応します。

◆一時預かり
　　	市内に住所のある生後４か月からの

お子さんが対象です。
◆その他
・	入園の決定や保育料は、市内の他の保育
園と同じです。

・子育て支援センターを併設します。

平成26年４月１日
「あらかわ保育園」が開園します

平成26年度

●
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

［
保
育
園
］

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
、
各
保
育
園

［
認
定
こ
ど
も
園
］

　

学
校
法
人　

恵
泉
学
園　

☎
52
‐
４
４
３
１
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市
で
は
、
保
護
者
等
が
仕
事
な
ど
で
自
宅

に
い
な
い
場
合
に
、
小
学
生
が
放
課
後
を
楽

し
く
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
と
し

て
学
童
保
育
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場

合
は
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

11
月
1
日
㈮
〜
15
日
㈮

　

※
土
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

対
象
児
童

　

市
内
の
小
学
生
で
、
放
課
後
、
自
宅
に
保

護
者
な
ど
が
い
な
い
家
庭
の
児
童

利

用

料
　

１
人　

月
額
５
０
０
０
円

　

※	

そ
の
他
、
保
護
者
会
で
定
め
た
お
や
つ

代
が
か
か
り
ま
す

開
設
時
間

　

放
課
後
〜
午
後
６
時
30
分

　

※	

土
曜
日
・
夏
休
み
期
間
は
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分

休

所

日

　

日
曜
日
・
祝
日
・
お
盆
（
８
月
13
日
〜
８

月
18
日
の
う
ち
連
続
す
る
３
日
間
）、
年
末
年

始
（
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
）

※
そ
の
他
都
合
に
よ
り
休
所
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

児
童
の
送
迎

　

児
童
は
放
課
後
、
学
校
か
ら
徒
歩
ま
た
は

バ
ス
で
学
童
保
育
所
へ
行
き
ま
す
。
帰
宅
時

は
原
則
と
し
て
保
護
者
等
が
迎
え
に
来
て
く

だ
さ
い
。

そ

の

他

・
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

選
考
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
書
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
お
よ

び
各
支
所
地
域
福
祉
課
、
各
学
童
保
育
所

に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
担
当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆各学童保育所の校区・連絡先など◆

校　　区 学童保育所名 電話番号 定員

村上小学校 二之町学童保育所 53−3323 50

村上南小学校

1・2年生 南町学童保育所 53−3077 40

3年生以上 なんしょうクラブ
080−1248
−6118 50

岩船小学校 岩船学童保育所 56−8787 45

瀬波小学校 瀬波学童保育所 53−4130 60

山辺里小学校 山辺里学童保育所 52−3321 45

保内小学校 保内学童保育所 50−5125 60

金屋小学校 金屋学童保育所 62−2101 20

神林地区内小学校 神林学童保育所 66−7297 45

朝日地区内小学校 朝日学童保育所 53−4711 40

さんぽく北小学校 山北やまゆり学童保育所 77−4820 60

さんぽく南小学校 山北はまゆり学童保育所 77−3050 15

平成26年度

●
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課

学
童
保
育
所
の

 
入
所
申
し
込
み
を

　
  

受
け
付
け
ま
す
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　秋晴れの中、参加した選手たちは、沿道の応援を受けながら、ゴール目指して駆け抜けました。

　ご協賛いただきました関係各位と多数のボランティアの皆さんのご協力により、事故もなく大会を終え

ることができたことを心から感謝申し上げます。また、市民の皆さんには、大会に伴う交通規制などで大変

ご迷惑をおかけいたしました。ご協力ありがとうございました。

村上・笹川流れ国際トライアスロン大会実行委員会　☎53−3399

市内選手の成績（完走者・敬称略）
【エリート部門男子】
総合順位 総合記録
56 関　伸介 ２:14:35

（新潟県選手権１位）

【国際部門男子】
総合順位 総合記録
98 本間洋行 ２:22:51
110 高橋一仁 ２:24:23
156 康　徳龍 ２:30:06
157 山本祐一 ２:30:07
160 本間紀彦 ２:30:25
205 瀬賀吉幸 ２:35:02
238 富樫貴博 ２:37:43
271 高野勝幸 ２:39:53
279 村山裕一 ２:40:43
290 天井秀昭 ２:41:29
330 石嶋　聡 ２:44:41
350 只木雅実 ２:45:48
383 渡辺　敏 ２:48:00
390 松林義人 ２:48:29
391 櫻井　晶 ２:48:37
430 小池健二 ２:51:43
487 浅野良三 ２:57:35
491 佐藤親一 ２:58:37

【リレー部門】
総合順位　　　　　　　	 総合記録

２	 アルコリズモ	 ２:08:34
　（日高悠一郎・五十嵐基・五十嵐嵩裕）
18	 新リハ学生チーム	 ２:29:45
　（小岩令・横山竜也・目黒高晶）
30	 麦汁海賊団	 ２:38:47
　（岩崎雄志・高橋勝郎・岡田慎輔）
40	 クレイジー・ダイヤモンド	 ２:49:20
　（富樫健・伴田宏・佐久間純平）
46	 A.S村上	 ２:58:23
　（相田剛・東弘・佐藤明夫）
52	 Crazy	Girls	 ３:17:18
　（泉川順子・Hopf	Anja・伴田幸世）

981人のアスリートたちが駆け抜けた

総合順位 総合記録
500 鈴木謙輔 ２:59:12
510 鈴木敏明 ２:59:37
658 大久保勝己 ３:24:26

【国際部門女子】
総合順位 総合記録
423 本間里美 ２:51:11
514 佐藤万里 ３:00:06

9月29日㈰
2013村上・笹川流れ国際トライアスロン大会
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［
11
月
９
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
］

　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
講
演
会
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
は
、
近
代
の
生
業
史
や
資
源
政
策

史
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
東
京
農
工
大
学
の

髙
橋
美
貴
准
教
授
を
お
招
き
し
、「
種
川
制
度

の
登
場
と
拡
が
り
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
鮭
文
化
に
造
詣
の
深
い
民
俗
学

者
の
赤
羽
正
春
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

鮭
の
料
理
業
者
や
加
工
業
者
の
ほ
か
、
武
平

治
の
末
裔
で
あ
る
青
砥
哲
平
氏
を
パ
ネ
ラ
ー

に
迎
え
、
鮭
文
化
を
テ
ー
マ
に
討
議
し
ま
す
。

　

な
お
、
夜
は
市
内
の
料
亭
・
割
烹
で
「
鮭

料
理
を
楽
し
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

［
11
月
10
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
］

　

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
で
「
鮭
の
つ
か
み
ど
り
」「
塩

引
き
鮭
づ
く
り
の
実
演
」「
な
わ
た
汁
の
ふ
る

ま
い
（
限
定
３
０
０
食
）」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
正
午
か
ら
は
、
新
潟
お
さ
か
な
大

使
で
も
あ
る
「
さ
か
な
ク
ン
」
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
青
砥
武
平
治
生
誕
３
０
０
年
祭
実
行
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
関
係
者
と
共
に

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
村
上
の
偉
人
青
砥
武
平
治

と
鮭
文
化
に
じ
っ
く
り
と
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
青
砥
武
平
治
生
誕
３
０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。今
回
は
、そ
の
主
な
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

生
誕
３
０
０
年　
青
砥
武
平
治
伝
⑤

300年祭のポスター

●
問
い
合
わ
せ

　

	

青
砥
武
平
治
生
誕
３
０
０
年
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係
内
）

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
）

○申込方法
　学校教育課（朝日庁舎）および各教育事務所で配布
する申請書に必要事項を記入の上、提出してくださ
い。申請書は市ホームページからもダウンロードで
きます。
○貸与と返還
・貸与月額　	月７万円・５万円・３万円のうち、本

人の希望と家庭の事情などを勘案して
決定します。

・貸与期間　	平成26年４月から最短修学年限の終期
まで。

・振 込 日　	奨学金は毎月10日をめどに口座に振り
込みます。ただし、最初の年の４月分は
５月分と合算し、５月に振り込みます

・返　　還　	卒業後１年を経過した後から起算し
て、10年を超えない範囲で全額を均等
月賦で、口座振替払いにより返還しな
ければなりません。なお、奨学金は無利
子です。

○提出書類
・奨学金貸付申請書　・奨学生推薦調書
・住民票謄本
・	前年の保護者の所得を証明するもの（平成25年分
の給与源泉徴収票、公的年金源泉徴収票、確定申告
控など）
・連帯保証人を内諾している人（２人）の納税証明書
■採否決定
　平成26年３月31日までに選考結果を通知します。

■申し込み
○申込資格
・保護者が村上市民で、市税を滞納していないこと
　※	納税に際し分納などをしている人はご相談くだ

さい
・	学業成績が優秀と認められる人（在学または出身
学校の推薦が必要です）
　※	５段階評価でおおむね「３」、「良」または「Ｂ」以

上がおおむね半分以上
・	本人の保護者（父および母、母子家庭の場合は母、
父子家庭の場合は父、父および母がいない場合は
後見人）の１年間の収入額が、おおむね600万円以
下であること（事業所得などは、おおむね400万円
以下であること。）
　※	本人以外にも大学・短大・専修学校への就学者

のいる世帯は考慮します
・	市内に連帯保証人２人を有する人（１人は保護者、
１人は独立の生計を営む成年者）
・	日本学生支援機構や新潟県などの無利子奨学金を
受けていない人

○申込期間
　平成26年１月14日㈫〜３月６日㈭

　平成26年４月に大学・短大・専修学校（専門課程
に限る）へ進学および在学する市内居住者の子弟で、
人物・学力ともに優秀で経済的理由により修学困難
な人を選考の上、奨学金を貸与します。
●問い合わせ　学校教育課教育総務室
　　　　　　　☎72−6882

村上市奨学生を募集します平成26年度

◎
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

11
月
９
日
㈯
〜
11
日
㈪
の
３
日
間
、
市
民
の

皆
さ
ん
は
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
の
入
館
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

※	

入
館
時
に
市
民
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
市
外
の
人
も
市
民
と
同
行
し
た
場
合
は

無
料
と
な
り
ま
す
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子どもと一緒にすくすくと
10月１日㈫　北黒川集落

今年も盛況でした！あさひ商工まつり
９月29日㈰　朝日みどりの里屋根付多目的広場

　第54回岩船林業振興祭の記念植樹が行われ、北黒
川集落の30アールの山林に750本の杉苗を植えました。
当日は、さんぽく北小学校と南小学校の児童92人のほ
か関係者約200人が植樹に参加。北小学校６年の真田
愛
あ い

里
り

さんは「私が大人になったら、立派な杉になって
いるか見てみたい。」と笑顔で話していました。

　恒例のあさひ商工まつりが開催され、市内外から約
1,800人が訪れました。
　会場では、事業所の出店による笹団子や焼きそば、
お好み焼き等の飲食コーナー、フリーマーケットなど
で賑わいました。特設ステージでは三面小学校の児童
による三面太鼓、朝日地区文化協会の歌や踊りなど、
地元の小学生や団体を中心とした催しが行われました。
会場を訪れた早稲田集落の男性は、「娘の友だちがキッ
ズダンスに参加するので親子で応援に来ました。」と
嬉しそうに話してくれました。

交
通
安
全
を
祈
願

９
月
24
日
㈫　

村
上
市
交
通
安
全
協
会
荒
川
支
部

笑
顔
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

９
月
28
日
㈯　

村
上
中
等
教
育
学
校

い
じ
め「
見
逃
さ
な
い
で
！
」

10
月
２
日
㈬　

荒
川
中
学
校

　

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
に
合
わ

せ
、
山
口
地
内
に

あ
る
地
蔵
尊
で
交

通
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
交

通
安
全
協
会
員
や

指
導
員
の
ほ
か
、

近
隣
住
民
の
み
な

さ
ん
も
参
加
し
、

神
妙
な
面
持
ち
で

手
を
合
わ
せ
、
地

域
の
交
通
安
全
を

祈
願
し
て
い
ま
し

た
。

　

中
等
教
育
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
３

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

日
和
で
、
参
加
し
た
生
徒
や
保
護
者
な
ど
約
５
０
０
人

は
、
時
折
、
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
一
人
ひ
と

り
が
考
え
、
学
ぶ
機
会
に
し
よ

う
と
、
保
内
・
金
屋
両
小
学
校

の
６
年
生
児
童
も
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ

ロ
ス
ク
ー
ル
集
会
」。
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
や
教
師
も
交
え
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行

わ
れ
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
会
場
の
生

徒
か
ら
「
い
じ
め
の
場
面
に
遭

遇
し
た
ら
、
は
っ
き
り
と
注
意

で
き
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る

と
、パ
ネ
ラ
ー
の
児
童
ら
は
「
で

き
る
と
思
い
ま
す
！
」
と
力
強

く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。
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友情を深めたチャレンジハイキング
10月２日㈬　猿沢小学校

「戦国武将が食べた！？」当時の料理を再現
10月６日㈰　平林集落

心和ます幻想的な世界
10月12日㈯　小町地内ほか

　猿沢小学校の児童88人が、学区内の神社やお寺など
を巡る約12㎞のハイキングに挑戦しました。
　児童は、全学年を縦割りにした８班に分かれ、午前
８時45分に学校を出発。事前に用意された写真を手
掛かりに、神社の彫刻やお寺の石像などを探しながら、
12か所のチェックポイントを通って得点を競いました。
約４時間かけて全員が無事にゴールした今回のハイキ
ングは、１年生の手を引いたり、背中を押したりする
上級生の姿が見られ、全校児童の友情がより深まった
ハイキングでした。

　平林集落では、戦国時代の武将の料理で、正月の宴
席膳「椀

お う

飯
ば ん

」を楽しむ催しが行われました。これは色部
家に伝わる資料を基に、集落の女性の皆さんが中心に
なって再現・披露したものです。用意したお膳には当時
の献立の中から13品が並びました。参加した人は、当時
の武士の食生活に思いをはせながら料理を味わいました。

　今年で12回目となる「宵の竹灯籠まつり」が開催さ
れました。竹灯籠の灯りとフルートや三味線などの演
奏が一体となって作り出す幻想的な雰囲気に、訪れた
大勢の人たちは、心を和ませていました。

鉄
道
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

10
月
５
日
㈯　

碁
石
集
落

人
形
劇
の
世
界
に
魅
了

10
月
12
日
㈯　

西
神
納
小
学
校

　

集
落
内
に
あ
る
国
道
７
号
か
ら

日
本
海
が
一
望
で
き
る
地
点
は
、

四
季
を
通
じ
て
鉄
道
フ
ァ
ン
の
撮

影
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
新
型
車
両
の
特
急
「
い
な

ほ
」
が
走
行
す
る
時
間
帯
に
は
、

大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、

特
急
「
い
な
ほ
」
の
雄
姿
を
思
い

思
い
に
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し

た
。
東
京
か
ら
来
た
人
は
、「
う

わ
さ
で
聞
い
て
い
た
け
ど
、
絶
好

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

神
林
お
や
こ
劇
を

観
る
会
に
よ
る
人
形

劇
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
親
子
た
ち
は	

「
て
ぶ
く
ろ
を
買
い

に
」
と
「
く
る
み
割

り
人
形
」
の
２
本
の

演
目
を
楽
し
み
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、

テ
レ
ビ
や
漫
画
と
は

違
っ
た
人
形
劇
の
面

白
さ
、
奥
深
さ
に
魅

了
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
演
じ
ら
れ
る
物

語
に
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
し
た
。
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～健康むらかみ21計画だより～

けん こう

●問い合わせ
　保健医療課健康支援室　☎53−2111（内線261～266）

健康を手に入れるには「運動」と「食事」が大切
─特別インタビュー③─

─神林地区─

　
市
内
に
は
、特
定
保
健
指
導
を
必
要
と
す
る
人
が
い
ま
す
。特
定
保
健
指
導

は
、
市
の
特
定
健
診
の
受
診
結
果
か
ら
本
人
が
自
分
の
健
康
状
態
を
理
解
し
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、平
成
21
年
度
に
特
定
保
健
指
導
の
支
援
を
受
け
た
角
田
百
合
さ
ん

か
ら
、体
験
談
を
伺
い
ま
し
た
。

―
特
定
保
健
指
導
が
必
要
と
い
わ
れ

た
時
の
気
持
ち
は

　

そ
の
頃
は
、
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で

食
生
活
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。
運
動
も

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
不
摂
生
が
い

け
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

十
二
指
腸
潰
瘍
に
も
な
り
、「
生
活

習
慣
を
改
善
し
な
け
れ
ば
」
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
今
で

は
対
象
者
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
間
、

何
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
か

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
、
菓

子
類
を
避
け
、
そ
の
上
で
運
動
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
持
続
す

る
た
め
、
約
半
年
の
間
、
保
健
師
さ

ん
か
ら
訪
問
を
通
じ
て
４
回
ほ
ど
助

言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

運
動
は
、
下
半
身
の
筋
肉
を
つ
け

る
た
め
、
１
日
に
１
回
15
分
の
運
動

を
し
ま
し
た
。
下
半
身
の
筋
肉
を
つ

け
た
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
燃
焼
を
よ

く
す
る
た
め
で
す
。
た
だ
し
、
が
ん

ば
り
す
ぎ
る
と
体
を
壊
し
て
し
ま
う

の
で
「
ほ
ど
ほ
ど
に
」
を
心
が
け
ま

し
た
。

　

次
の
年
に
特
定
保
健
指
導
か
ら
外

れ
た
と
き
は
「
努
力
が
実
っ
た
、
成

果
が
出
た
。」
と
思
い
、う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

―
ご
家
族
か
ら
の
協
力
は
あ
り
ま
し

た
か

　

運
動
を
挫
折
し
そ
う
に
な
っ
た
と

き
、
長
女
が
「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
使

わ
な
い
な
ら
私
が
使
う
」
と
、
運
動

器
具
を
使
う
ふ
り
を
し
て
、
私
を
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
夫
も
「
や

せ
て
き
た
ね
。」
と
褒
め
て
く
れ
て
、

運
動
が
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。

―
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
つ

ら
か
っ
た
こ
と
は

　

よ
か
っ
た
こ
と
は
一
日
の
生
活
リ

ズ
ム
が
き
ち
ん
と
し
た
こ
と
。
そ
れ

ま
で
は
生
活
が
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
い
て
、

運
動
も
避
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
、
疲

れ
た
時
で
も
「
や
ら
な
く
て
は
」
と

い
う
思
い
に
駆
ら
れ
て
運
動
し
た
こ

と
で
す
が
、
そ
ん
な
日
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
楽
し
い
の
が
８
割
、
つ
ら
い

の
が
２
割
位
で
し
た
。

―
現
在
、気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は

　

仕
事
を
始
め
て
、
運
動
を
や
め
た

せ
い
か
、
特
定
保
健
指
導
終
了
時
よ

り
も
太
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
ゴ
ム

の
洋
服
を
着
な
い
こ
と
に
決
め
、
再

び
体
重
を
毎
日
量
り
始
め
ま
し
た
。

食
事
は
、
野
菜
か
ら
食
べ
る
よ
う
に

す
る
、
就
寝
２
時
間
前
か
ら
菓
子
は

食
べ
な
い
な
ど
、
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
以
前
と
は
生
活
状
況
が
違
う
の

で
前
と
同
じ
よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
特
定
保
健
指
導
の
時
に
得
た
知

識
で
で
き
そ
う
な
部
分
は
続
け
て
い

ま
す
。

―
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は

　

健
康
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
運
動

と
食
事
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
を
と
っ
て
も
、

丈
夫
で
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆

　
角
田
さ
ん
は
、
以
前
よ
り
太
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
気

持
ち
を
思
い
出
し
て
、
再
開
し
て
み

よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
私
た
ち
保
健
師
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
相
談
し
た

い
こ
と
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

角田　百合　さん（44）
神林地区有明　在住

特定保健指導を受け、一度ダイ

エットに成功。現在は、運動と食

事に気をつけながら、健康を維持

している。
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こんにちは！山上です
～膝の痛みを予防・改善し、動きも軽やかに～

包括支援センターだより

　今回は、膝まわりの運動を紹介します。

膝が痛くなる原因の一つに、加齢に伴う関節軟骨の弾力性の

低下や、使いすぎによる磨
す

り減りがあります。

　体重の増加や膝のまわりの筋肉が弱くなると、関節を支え

る力が低下し、痛みが現れやすくなります。日々の動作をス

ムーズにするためにもできることから挑戦してみましょう。

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部　

☎
53
‐
０
１
１
９

こ
ち
ら
１
１
９

11
月
９
日
は『
１
１
９
番
の
日
』

　

皆
さ
ん
は
、
１
１
９
番
通
報
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

「
私
は
慌
て
ず
に
通
報
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
。」
と
思
っ
て
い

る
人
で
も
、
実
際
に
目
の
前
で
火
災
が
発
生
し
た
り
、
人
が
倒

れ
て
い
た
り
す
る
と
気
が
動
転
し
て
適
切
な
通
報
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　

火
災
な
ど
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
１
１
９
番
通

報
を
す
る
際
に
は
、
適
切
に
通
報
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暖
房
機
器
の
取
り
扱
い
に
注
意

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
、
火
災
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。「
燃
え
や
す
い
も
の
は
暖
房
器
具
の

近
く
に
置
か
な
い
」「
給
油
は
消
火
し
て

か
ら
行
う
」
な
ど
、
取
り
扱
い
に
注
意
し
、

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成25年災害件数（毎月更新）

災害種別 ９月
９月末までの累計

本年 昨年

火災 １件 16件 23件

救急 207件 1830件 1795件

救助 ５件 34件 39件

その他の災害 35件 234件 153件
※	その他の災害は「警戒」「調査」「水防」「その他（土砂災
害・漏油事故）」「ポンプ車の救急出動」など

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）または各支所地域福祉課

無理をせず、ゆっ

くりと動かしま

しょう。

１　運動前に軽く足踏み

３　ボールつぶし

２　膝伸ばし

４　寝ながら脚上げ

　イスに座り、軽く足踏
みします。
　運動前に関節内にある
潤滑液の流れを良くしま
す。
20～30回

　膝の間にボールや
タオルを挟んで、ゆっ
くりつぶします。
　太もも内側の筋肉
を意識しましょう。
10回×２セット

　イスに座り、片脚ず
つ膝を伸ばします。こ
の時、つま先は天井に
向けます。
　太もも前面の筋肉
を意識しましょう。
10回×２セット

　膝を伸ばしたまま
床から10㎝程度、片
脚を上げ保持しま
す。
　太もも前面の筋肉
を意識しましょう。
５～10秒×３回ずつ

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間

［
11
月
９
日
㈯
〜
15
日
㈮
］

消
す
ま
で
は
心
の
警
報
ON
の
ま
ま

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

10㎝程度

理学療法士の山上さん
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆星を創る者たち（谷
たに

甲
こうしゅう

州）

◆時の審
しんてい

廷（芦
あ し べ

辺拓
たく

）

◆昼
ひ る た

田とハッコウ（山
やまざき

崎ナオコーラ）

◆お伊勢ものがたり（梶
かじ

よう子）

◆四月、不浄の塔の下で二人は（平
ひらやま

山瑞
み ず ほ

穂）

◆偸
ちゅうとう

盗の夜（澤
さ わ だ

田ふじ子）

◆読書について（小
こばやし

林秀
ひ で お

雄）

◆十一月に死んだ悪魔（愛
あいかわ

川晶
あきら

）

◆スナックちどり（よしもとばなな）

◆とっぴんぱらりの風
ぷうたろう

太郎（万
ま き め ま な ぶ

城目学）

◆さわらびの譜
ふ

（葉
は

室
むろ

麟
りん

）

◆遺産（笹
ささ

本
もと

稜
りょう

平
へい

）

◆ユニコーン‐ジョルジュ・サンドの遺言‐（原
は ら だ

田マハ）

◆伊藤くんA	to	E（柚
ゆ ず き

木麻
あ さ こ

子）

◆去年の冬、きみと別れ（中
なかむら

村文
ふみのり

則）

◆ナマコのからえばり８（椎
し い な

名誠
まこと

）

◆極悪鳥になる夢をみる（貴
き し

志祐
ゆうすけ

介）

◆「個」育て論　（尾
お ぎ

木直
な お き

樹・茂
も ぎ

木健
けんいちろう

一郎）

○とことんトマトン（高
たかやま

山栄
え い こ

子）　

○おっことチョコの魔
ま か い

界ツアー（令
れいじょう

丈ヒロ子）

○つきごはん（飯
いいのかずよし

野和好）
◆…一般書　○…児童書

≪あつまれ！一日図書館員≫
　メディアメッセ2013での図書館イベント「一日図書館員」の参加者を募集します。本の貸し出しや返
却などを体験してみませんか。
１　と　き　　　11月30日㈯　午後１時30分～３時
２　ところ　　　中央図書館
３　定　員　　　小学生４人（４年生以上）
４　申し込み　　	11月６日から24日（図書館休館日を除く）までの間に中央図書館カウンターに直接、

または電話で申し込んでください。（定員になり次第、締め切ります）

　楓花は、音楽が大好きで、家族

と一緒にリズムに合わせて手を

叩いたり踊ったりすることが大

好きです。食べることも大好き

で、野菜・魚など好き嫌いなく

食べます。

　家の中を歩いて遊び、ママの

ご飯の支度の時はキッチンで

ペットボトルやへらを持ったり

して、お手伝いをしてくれます。

　大家族の中でよく笑い、よく

食べ、これからも笑顔を絶やさ

ずやさしい子に育って欲しいと

思います。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
朝日地区です

わが家

宝

の

石
田　

正　

さ
ん　

〔
古
渡
路
〕

　
　
　

智
美
さ
ん

　
　
　

楓
花
ち
ゃ
ん
（
11
か
月
）

　
　
　

克
美
さ
ん

　
　
　

光
子
さ
ん

　
　
　

恒
子
さ
ん

　
　
　

惠
美
さ
ん

篠
川　

恒
さ
ん

◆中央図書館11月の休館日◆
月曜日　11日、18日、25日
祝日振替休館日（火曜日）　５日
第２金曜日（館内整理日）　８日
※中央図書館の開館時間
　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

後列左から：篠川　恒さん　石田　惠美さん
　　　　　　光子さん　克美さん　
前列左から：正さん　智美さんと楓花ちゃん
　　　　　　恒子さん

※篠川さんは智美さんの叔父です
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※９月11日から10月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,497人（△1）　34,220人（△34）　	計65,717人（△35）　    22,973世帯（+12）

村上地区
大 滝 康 雄	 79	 飯野三丁目
新 村 　 稜	 76	 山居町二丁目
佐 藤 鈴 子	 81	 塩町
小野 　繁　雄	 90	 岩船岸見寺町
東海林　チ　ネ	 87	 岩船三日市
渡 邉 忠 雄	 93	 岩船北浜町
冨 樫 範 子	 50	 泉町
伴 田 ト ミ	 87	 岩船地蔵町
田　中　タカ子	 92	 庄内町
稲 泉 ス ミ	 79	 四日市
石　栗　よし子	 88	 岩船下大町
皆 川 隆 子	 63	 片町
中 村 　 忍	 89	 山辺里
大 滝 越 男	 79	 下相川
小 海 モ ン	 91	 上の山
大　竹　を 	 93	 堀片
富 樫 ト ミ	 97	 飯野二丁目
川 村 き よ	 82	 鍛冶町
渡　邉　百合子	 69	 岩船地蔵町
山 口 喜 平	 73	 堀片
木 村 知 幸	 80	 杉原
内 山 常 子	 73	 塩町
大　滝　トモ子	 63	 若葉町
小 林 丸 子	 86	 吉浦
山 田 泰 作	 94	 石原
鈴 木 金 一	 73	 岩船下浜町
市 岡 サ キ	 95	 緑町一丁目

村上地区
心之介（しんのすけ）	 佐 藤 　 靖	 瀬波上町
希心（きこ）	 渡 邉 　 慶	 松原町三丁目
ななみ	 越 善 正 也	 大欠
朱莉（あかり）	 佐 藤 正 彦	 瀬波上町
優（ゆう）	 山 口 景 基	 緑町二丁目
亜禮（あれん）	 髙 橋 　 康	 寺町
秋都（しゅうと）	 本 間 大 輔	 肴町
結仁（ゆいと）	 大 越 　 輝	 浜新田
咲愛（えな）	 佐 藤 晃 一	 日下
琉空（りく）	 森 島 友 美	 松原町二丁目
玲奈（れな）	 池 田 一 徳	 日下
朱音（あかね）	 渡 邉 　 央	 岩船三日市
一音（いちと）	 佐 藤 一 治	 田端町

荒川地区
海（かい）	 髙 橋 　 剛	 藤沢
胡々愛（ここあ）	 森 　 正 晴	 梨木
遼真（はるま）	 加 藤 　 優	 藤沢
結心（ゆい）	 佐 藤 真 美	 山口

神林地区
陸斗（りくと）	 黒 田 　 瞬	 上助渕
新菜（にいな）	 中 原 大 輔	 塩谷
悠太（ゆうた）	 小 野 和 義	 平林
奏雅（そうが）	 八 後　洋　樹	 上助渕
百花（ももか）	 大 矢 義 幸	 南大平

朝日地区
海音（かいと）	 藤 祐 介	 釜杭
桐也（きりや）	 小 田 達 也	 下新保
楓花（ふうか）	 桑 名 克 巳	 中原

朝日地区
小 田 敏 一	 65	 関口
髙 田 ト メ	 77	 小川
増 子 好 子	 87	 早稲田
志 田 理 介	 82	 朝日中野
藤 井 ト ヨ	 100	 古渡路
島　田　ツエ子	 89	 下新保
髙 橋 ミ チ	 86	 茎太
板 垣 一 三	 72	 薦川
遠 山 仲 造	 89	 高根
井 定 春	 94	 猿沢

藤 原 正 春	 93	 小川
長谷部　昭　作	 86	 小川
小 池 靜 子	 90	 笹平
渡　辺　ハツヨ	 85	 檜原
佐 藤 ア イ	 85	 関口

山北地区
増 子 キ ノ	 93	 中継
岩 佐 今 雄	 90	 北中
富 樫 二 郎	 87	 勝木
本　間　ミツヱ	 65	 遠矢崎
佐 藤 ト キ	 86	 大毎
渡　邉　金太郎	 88	 笹川
松　田　キミ子	 93	 杉平
大 滝 陸 夫	 62	 中津原
小 田 勝 也	 87	 府屋本町

荒川地区
須 貝 登 喜	 94	 大津
志 村 ト ミ	 90	 鳥屋
渡 邊 睦 子	 85	 下鍜冶屋
　藤　ミツエ	 85	 坂町
冨 樫 ヨ シ	 88	 切田
伊 藤 タ カ	 89	 花立
近　藤　悌二郎	 85	 金屋
遠　山　ヨシイ	 92	 金屋
小 𠩤 　 榮	 70	 坂町

神林地区
木 村 テ ル	 87	 山屋
奈良𫞎　サ　イ	 96	 塩谷
石 田 ト ミ	 91	 牛屋
押　 　ナミヱ	 95	 下助渕
岩 淺 四 郎	 87	 平林
天 井 ト ヨ	 86	 七湊
内 山 新 一	 91	 桃川

人口と世帯数（10月1日現在） 
（　　）内は前月比
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今月の表紙編集後記
u10月の初めは、夏日が続くなど、今年は

変な気候だなと感じていましたが、中旬こ

ろには気温も下がり、途端に秋が訪れたよ

うになりました。u秋には毎年、各地区で

文化祭が開催されます。今年は10月の終わ

りごろから各地区で開催されており、子ど

もから大人までが一生懸命手がけた作品

が展示され、心を和ませてくれます。皆さ

んもぜひ足を運んで、文化の秋を堪能して

みてはいかがでしょうか。か○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　村上第一中学校の生徒、有志43人による総踊り。10月13
日㈰、市役所周辺で行われたイベント「いいねっか村上」
での一枚です。
　さわやかな秋晴れとなったこの日、リズムに合わせた
威勢のよい掛け声と動きで、見事な演舞を披露。「村上を
元気に！」を合言葉に、明るい笑顔で一生懸命に踊る姿
は、大勢の観客にしっかりと元気を与えてくれました。

　

今
回
は
荒
川
地
区
の
「
株
式
会
社
マ
ツ
ウ
ラ
セ
イ
キ
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

マ
ツ
ウ
ラ
セ
イ
キ
さ
ん
は
、
金
属
材
料
に
よ
る
小
物
部

品
加
工
を
得
意
と
し
、
ば
ね
・
コ
イ
ル
製
作
や
精
密
機
械

加
工
、
電
子
・
電
気
機
械
組
み
立
て
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

マ
ツ
ウ
ラ
セ
イ
キ
さ
ん
で
は
、
自
社
製
品
と
技
術
を
Ｐ

Ｒ
し
て
販
路
拡
大
を
図
り
、
新
た
な
顧
客
と
の
「
つ
な
が

り
」
を
築
こ
う
と
、「
産
業
見
本
市
等
出
展
事
業
」
の
認

定
を
受
け
、
東
京
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
産
業
見
本
市
に
出

展
し
ま
し
た
。

　

見
本
市
で
は
、
他
の
出
展
者
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
知
恵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
が
困
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
内
容
に

よ
っ
て
は
自
社
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
地
元
企
業
で
解
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
引
き
受
け
、
見
本
市
後
に
地
元
企
業
と
連
携
し
て
お
客
様
の
困
り
ご
と
の
解

決
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
お
客
様
と
の
商
談
に
結
び
つ
き
、「
つ
な

が
り
」
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
自
社
製
品
の
写
真
が
つ
い
た
パ
ネ
ル
に
、
村
上
の
位
置

や
特
産
品
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
た
お
客
様
と
会
話
が
は
ず
ん

で
商
談
に
結
び
つ
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

マ
ツ
ウ
ラ
セ
イ
キ
さ
ん
は
、
自
社
製
品
の
開
発
や
改
良
に
意
欲
的
で
、
今
後
も
更
な

る
「
つ
な
が
り
」
を
築
い
て
い
こ
う
と
、
見
本
市
へ
の
出
展
に
と
て
も
前
向
き
で
し
た
。

「
つ
な
が
り
」を
築
く

　市が実施している「産業等の活性
化支援補助」を活用した事業者の取り
組みとその内容を紹介します。
※平成26年度の募集は終了しました

●問い合わせ　商工観光課商工振興係　☎53−2111（内線353）

村上の地図と特産品のイラス
トが入ったパネル

お話を伺った小川社長

㈱マツウラセイキ西工場外観

産業元気NEWSむらかみ


